






























































らえた潮流にも郷土教育運動の発展契機を見たいと考える。そのためには， 小田内 一 尾高論争の
論点を丸ごと汲み取ることが必要である。そうすれば，「日本精神涵養運動」に吸引されつつ対抗
した地下水脈を， 国民学校下の「郷土の観察」にまで引きのばして論究することが可能となるの
ではないか。評者なりの展望であるが， もとより一編の論文をもって論ずべきことがらである。
そのような課題を気づかせてくれた著者に改めて謝意を表したい。
余談になるが， 第五章で論じられている長野師範学校に設置された「郷土室」のくだりでは，
今日の教員養成学部に設置されている多くの「00センタ ー」を祐彿とさせられた。地域性に応
じた教員養成という課題は， まさに古くて新しいものであり， これからの教員養成においてば慎
重かつ大胆に取り組むべき課題であることに気づかされた次第である。
り多く， 刺激に満ちた本書のごー読を， ぜひおすすめしたい。
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